
人口と世信
8月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 134，950人 (+ 1，848人)
[うち外国人1，∞8人]

男 66，894人 (+905人)
女 68，056人 (+943人)

・世帯 53，411世帯(+1，377世帯)
※住民基本台帳人口 ・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

応

華民

(E)風
水湖

地

主
災百聞

製え

同
恒
国

• 

市
で
は
9
月
1
目
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
湖
北
地
域
を
中
心
に
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
ま
す
。
大
地
震
は
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
備
え

を
す
る
と
と
も
に
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

訓
練
日
時

9
月
1
日
出
午
前
9
時

か
ら
日
時
初
分
(
訓
練
会
場
で
は
、

9
時
却
分
か
ら
)

※
湖
北
地
域
を
対
象
に
、
午
前
8
時

と
9
時
に
防
災
無
線
を
通
じ
て
、
訓

練
の
お
知
ら
せ
が
流
れ
ま
す
。

訓
練
会
場
湖
北
台
西
小
学
校

(湖

北
台
地
区
)
湖
北
小
学
校
(
湖
北
地

区
)

※
雨
天
の
場
合
、
会
場
で
の
訓
練
は

中
止
で
す
。
午
前
7
時
に
防
災
行
政

無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圃
市
民
安
全
室
・
内
線
2
1
7

我孫子市消防回初の1快挙 I
ez同日~~~~;h~，府主司

第14分園(古声・中陣地区)が最優秀賞
7月28日目に県

消防学校で開催さ

れた、第43固県消

防操法大会小型ポ

ンプの部で、我菰

子市第14分団が県

の頂点である最優

秀賞に輝きました。
県消防操法大会 .最優勇貨の第14分団の皆さん

での最優秀賞は我孫子市では初めての受賞となります。また第14分団は昨年に引き
続き最優矧固入賞も獲得。今年は指揮者部門で大山伸幸さんが受賞しました。

第14分団・分団長の染谷智毅さんは「ほかにはない団結力で優勝できたと思いま
す。支えてくれた家族や消防関係の皆様に感謝しています。 Jと話していました。

各操作員の氏名は次の通りです。指揮者…大山伸幸さん、 1番員・・渡遁忍さん、

2番員・・増田裕志さん、 3番員・・阿曽勉さん、補助員・鈴木久美子さん。

※消防団員は自分の仕事を持ちながら、いざ火災などの災害発生時は、迅速で的確

に消防職員と共に消火活動などを行います。また操法大会は消防団の日ごろの鍛錬

の成果を競うものです。市では、まちの安全を守る消防団員を臨時募集しています。

固消防本部警防諜c7181・7701

• • 

地
震
へ
の
備
え

-災害専用電話 ft7185幽 1743 固市民安全室・内線217
市では、台風や大雨などで災害が発生したときに、市民の皆さんカ酒報しやすくす

るため受付窓口を建設部に一本化し、災害専用電話を開設します。災害時には10台の
専用電話を設置し、災害の情報を収集し迅速に対応します。

.浸水防止工事費の助成 .耐震相談・簡易耐震診断

固市民安全室・内線217 固住宅課・内線529
.雨水抑制施設設置費の補助 .緊急地震速報 (10月1日開始予定)
固治水諜・内線557 固銚子地方気象台防災業務課c0479・23-7705

日
ご
ろ
か
ら
、

3
日
分
程
度

の
食
料
や
水
、
簡
易
ト
イ
レ
の

用
意
な
ど
の
ほ
か
、
ケ
ガ
の
防

止
対
策
や
、
命
を
守
る
た
め
の

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
市
で
は
、
約
叩
万
3
千
食
の

食
糧
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

回

非
常
持
ち
出
し
晶
の
用
意

貴
重
品
や
避
難
グ
ツ
ズ
を
入

れ
た
非
常
袋
を
身
近
に
用
意
し

ま
し
ょ
、
っ
。

(
左
表
参
照
)

自

家
の
中
の
安
全
確
保

日
ご
ろ
か
ら
家
の
中
の
整
理

整
頓
や
家
具
の
転
倒
防
止
、
ガ

ラ
ス
の
破
損
防
止
な
ど
を
し
ま

し
ょ
、
っ
。

集
合
住
宅
で
は
、
玄
関
付
近
に
パ

ー
ル
を
用
意
し
、
出
入
口
の
確
保
に

も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

回

接
近
の
可
能
性
が
出
た
ら

*
雨
ど
い
や
排
水
溝
の
清
掃

*
風
で
飛
び
そ
う
な
物
の
固
定

*
携
帯
ラ
ジ
オ
懐
中
電
灯
の
準
備

園

影
響
が
出
始
め
た
ら

*
台
風
情
報
を
こ
ま
め
に
確
認

*
海
、
川
に
近
づ
か
な
い

※
川
の
堤
防
が
決
壊
し
て
洪
水
に
な

る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
市
な
ど
か

ら
情
報
提
供
が
あ
り
ま
す
。
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考
に
早
め
に
高

台
の
避
難
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

圃
市
民
安
全
室
・
内
線
2
1
7

台
風
・
大
雨
へ
の
備
え

6
月
刊
日
の
大
雨
で
は
、

1
時
間

に
幻
・

5
聞
と
い
う
降
雨
量
を
記
録

し
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
寒
気
の
影

響
を
受
け
て
積
乱
雲
が
発
生
、
急
激

に
発
達
し
て
雷
雨
と
な
り
、
我
孫
子

西
部
地
区
に
短
時
間
に
大
雨
を
降
ら

せ
ま
し
た
。[妻子宮哲~

@ 懐中電灯 @使い鎗て

e食料品 カイロ
eラップ @カセット
。ピ=ール袋 コンロ
e小型ラジオ @下着
@ トイレット @藁

ペーパー @紙コップ
@ 電池 @ 飲料水

。 ウエット fi?ルミ箔

ティッシユ @紙皿
e手袋 ・軍手 @ 生理用晶

@小銭 @帽子

※生活協同組合コープこうべ 「こう

べからのメッセージJから抜粋。 • • 

馨賀沼=11火大会7;4000魯

手賀沼ふれあいライン 6 
アビスタ 手賀沼

(交通規制の時間)
午後6時-9時

歩行者専用道路
車両通行禁止区域

日時 8月18日出午後7時から8田30分(雨天・荒天
の場合は、 8月19日(日)または20日明1)1こ順延)

交通規制 歩行者専用道路・車両通行禁止区域が設け

られます(右図参照)。公共突通機関をご利用ください

当日の注意点 *アビスタは、午後3時から臨間休館
します。駐車場も利用できません *あぴパスは、台

田~船戸聞で午後5時から運休します *水上パスは、

開催日当日、運休します

※当日の開催の有無は、午前8聞からテレホンサービス
C0180・99・3215でお知らせします。
圃手賀沼花火大会実行委員会C7182・3131

人 - ち宇品なか昼主
主主む緑つつをしら鳥 -
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「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
が
始
ま
り
ま
す

こ
れ
ま
で
百
歳
(
一
定
の
障
害
が

あ
る
人
は
臼
歳
)
以
上
の
人
は
、
国

民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど

の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し

「老
人

保
健
制
度
」
で
医
療
を
受
け
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
却

(
2
0
0
8
)
年

4
月
1
日
か
ら
は
、
新
た
に
創
設
さ

れ
た

「後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で

医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
内
に
住
む
対
象
者
は
、
県
内
す

べ
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る

「千
葉

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
(
広

域
連
合
)
」
の
被
保
険
者
と
な
り
、

新
た
な
被
保
険
者
証
(
保
険
証
)
が

一
人
に
一
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
運
営
は
、
広
域
連
合
と
市

町
村
が
業
務
を
分
担
し
ま
す
。
広
域

連
合
は
保
険
料
の
賦
課
や
医
療
給
付

を
行
い
ま
す
。
市
町
村
は
、
保
険
料

の
徴
収
や
申
請
な
ど
の
届
け
出
の
受

付
け
お
よ
び
被
保
険
者
証
の
受
け
渡

し
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

今
ま
で
の
老
人
保
険
制
度

と
ど
う
か
わ
る
の
?

-
病
院
な
ど
で
の
自
己
負
担

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る

と
き
と
同
じ
で
す
。
一
般
の
方
は
1

割
負
担
、
現
役
並
み
の
所
得
の
あ
る

方
は
3
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

A

マ
受
け
ら
れ
る
医
療
給
付

老
人
保
健
制
度
で
受
け
て
い
る
も

の
と
同
様
の
給
付
(
入
院

・
通
院

・

歯
科

・
調
剤
等
)
が
受
け
ら
れ
ま
す。

な
お
、
現
在
の
老
人
保
健

2
義

者
証
は
、
平
成
初
年
4
月
に
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
に
変
わ
り

ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
は
新
し
い

保
険
証
で
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
0

.
対
象
は
花
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方

こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
や
、
保
険
料
を
負
担
し
て
い
な

か
っ
た
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ

介
護
が
必
要
な
方
は
1
7
6
人
の
増

a 

っ
た
人
も
、
花
歳
(
一
定
の
障
害
が

あ
る
人
は
臼
歳
)
以
上
の
人
は
平
成

初
年
4
月
以
降
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
所
得
に
応
じ
て
、
皆
さ

ん
が
こ
の
制
度
の
保
険
料
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
保
険
料
の
負
担

保
険
料
は
、
千
葉
県
内
で
統
一
さ

れ
ま
す。

原
則
と
し
て
、
年
額
回
万
円
以
上

の
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ

れ
ま
す

(
特
別
徴
収
)
。
そ
れ
以
外

の
場
合
は
、
納
付
警
な
ど
で
市
に
納

め
ま
す
(
普
通
徴
収
)
。

※
企
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料

が
年
金
額
の
2
分
の
l
を
超
え
る
場

合
は
天
引
き
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
は
い
く
ら
?

後
期
高
齢
者
の
医
療
に
か
か
る
費

平
成
惚
年
度
の
介
護
保
険
の
利
用
状
況

介
護
保
険
制
度
は
、
平
成
叩

(2
0
0
6
)
年
4
月
に
制
度
改

正
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
故
正
内
容
は
、
予
防
重
視
型
へ
の
転
換
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
自
立
を
支
援
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
創
設
、
日
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の
見
直
し
な
ど
で
す
。

平
成
叩
年
度
の
利
用
状
況
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第 1195号

が
護
が
必
要
な
方
は

一

3
5
7
3
人

平
成
四
年
3
月
末
の
高
齢
化
率

(
市
の
人
口
に
占
め
る
臼
歳
以
上
の

割
合
)
は
四
.
4
%で
前
年
度
よ
り

1
・
0
%
上
昇
し
ま
し
た
。
(
表
T
)

介
護
が
必
要
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
介
護
認
定
審
査
会
は
幻
回
開
催
さ

れ
、
3
5
5
3
件
の
審
査
判
定
を
行

い
ま
し
た
。
(
平
成
口
年
度
は
部
回
、

2
9
0
5
件
)

平
成
四
年
3
月
末
現
在
、
要
介
護

(
要
支
援
)
者
と
認
定
さ
れ
て
い
る

方
は
3
5
7
3
人
で
、
前
年
と
比
べ

て
1
7
6
人
の
増
加
で
し
た
。
平
成

四
年
度
か
ら
は
、
状
態
の
維
持

・
改

善
の
可
能
性
が
見
込
ま
れ
る
方
(
要

支
援
1
・
2
)
を
対
象
に
予
防
給
付

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
(表
2
)

保
険
給
付
額
は

-

n億
6
1
8
9
万
円

.

平
成
四
年
度
の
保
険
給
付
額
は
、

必
億
6
1
8
9
万
円
で
前
年
度
よ
り

2
・
0
%
増
加
し
ま
し
た
。
(
表
3
)

介
護
(
支
援
)
認
定
者
数
は
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
認
定
を
受
け
た
方

す
べ
て
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
定

者
数
に
占
め
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
(
受
給
)
者
の
割
合
(
見
桑
率
)

は
、
昨
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
(表

4
)
 

V表 165歳以上の人口と高齢化率

市の人口 うち65歳以上高齢化率

平成19年3月末 133.541人 25.953人 19.40% 

平成18年3月末 131.639人 24.194人 18.40% 

平成17年3月末 131.592人 22.766人 17.30% 

平成16年3月末 131.370人 21.566人 16.40% 

V表2要介護(支援)認定者数

要支援1要支援2要介護1要介護2

平成19年3月末 433人 387人 878人 564人

平成18年3月末 548人 1.209人 481人

平成17年3月末 559人 1.091人 442人

平成16年3月末 499人 980人 450人

用
の
、

2
り
、
み
な
さ
ん
が
医
療
機
関

で
支
払
う
窓
口
負
担
若
除
い
た
分
を
、

公
費
(
園
、
都
道
府
県
、
市
町
村
)

が
5
割
を
負
担
、

4
割
が
現
役
世
代

の
負
担
と
な
り
、
残
り
の
1
割
を
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
か
ら
保
険
料
と
し

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

A-保
険
料
の
決
ま
り
方

保
険
料
は
被
保
険
者
全
員
が
頭
割

で
負
担
子
る

「均
等
割
額
」
と
、
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「所
得
割
額
」
の
合
計
と
な
り
ま
す。

(
賦
課
限
度
額
あ
り
)
標
準
的
な
割

合
で
は
、
均
等
割
額
5
割
、
所
得
割

額
5
割
で
す
。
ま
た
、
所
得
の
低
い

人
は
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
額
に
つ
い
て
は

日
月
ご
ろ
に
広
域
連
合
で
定
め
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
決
定
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

圃

介
護
支
援
課

・
内
線
4
1
4

介
護
保
険
料
は
大
切
な

財
源
で
す

介
護
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、

ま
た
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

よ
う
、
み
な
さ
ま
に
は
介
護
保
険
料

を
お
納
め
い
た
だ
い
て
い
ま
す。

企
護
保
険
料
は
、
公
費
と
と
も
に

介
護
保
険
の
大
切
な
財
源
で
、
介
護

， 
@ 

.新しい後期高齢者医療制度は平成20年4月1日から始まります。

.制度の運営は県内のすべての市町村ガ加入する I千葉県後期高齢者医療
広域連合広域連合)J 1J行います。

.広域連合の区域内巴住む75歳以上の人 (一定の障害がある人は65歳以
よ)はその広域連合ガ運営する後期高齢者医療制度の被保険者となり、
新定な被保険者証 (保険釦ガ一人!こ一枚交付されます。

， サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
支
払
い
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

平
成
初
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
給

付
予
測
を
も
と
に
、
平
成
四
年
度
に

は
保
険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
平
成
四
年
度
の
介
護
保
険
料
収

納
率
は
、
錦
・

5
%と
前
年
度
並
み

で
し
た
。
(表
5
)

圃

介
護
支
援
課
・
内
線
3
1
3

要介護3要介護4要介竃5 合計

平成19年3月末 549人 430人 332人 3.573人

平成18年3月末 429人 440人 290人 3.397人

平成17年3月末 412人 401人 308人 3.213人

平成16年3月末 420人 400人 261人 3.010人

V表3保険給付額

保険給付額 対前年度比率
平成18年度 42憶6189万円 +2.0% 

平成17年度 41憶8015万円 +5.8% 

平成16年度 39憶5037万円 +9.4% 

平成15年度 36憶1005万円 +14.8% 

V表4サービス利用 (受給)者数と受給率

認定者数糊(雌)報受給率

平成18年度月平均 3，499人 2，444人 69.8% 

平成17年度月平均 3.330人 2，452人 73.6% 

平成16年度月平均 3.127人 2.255人 72.1% 

平成15年度月平均 2.787人 2.013人 72.2% 

V表5介護保険料現年度分の収納率

保険料 収納率

12億1邸万円 98.5% 

7億従量51万円 98.5% 

7億5310万円 98.7% 

7億1734万円 98.5% 

平成18年度

平成17年度

平成16年度

平成15年度

r年金時効特例法について1『窪き庖舗情報ナビj

年金記録の訂正巳よる年金の増額分は、時効巴

より消漏しだ分を含めてご本人まだは遺族の万ヘ

全額お支払いします。

.今までは…

年金記録が訂正された結果、年金が増額した場

合でも、 間効消滅により直近の5年間分の年金に

限ってお支払いしていました。

・これからは…

「年金時効特例法Jの成立により、過去に時効消

濡した分も含めて、さかのぼってお支払いします。

※詳しくは松戸社会保険事務所0047-345・5525

または「ねんきんダイヤルJ00570・05-1165(平

日の午前8時30分から午後5時15分)、社会保

険庁ホームページh抗p: / /www.sia.go.jpヘ。

地域の活動の拠点となる情報を求めています!

市内に所有している空いている庖舗や住宅を、市内で

活動する市民活動団体やコミュニティビジネス事業者に

質賞することで活用してみませんか?

市内では多くの市民活動団体やコミュニティビジネス

事業者が活躍しています。その活動充実のため活動拠点

(事務所など)が求められています。

市では、使用されていない「空き家・ 空き庖舗Jの情

報を、市のホームページで提供し、今まで以上に団体な

どが活動拠点を持ちやすくしていきます。

情報のある方は、ぜひ一度お気軽にご相談ください。

※市が、契約手続の仲介や家賓費用などの保証をしたり、

契約の保証人になったりするものではありません。

固 市民活動支援知7185-1467

地域包括支援むシヲー臨時服員募集

雇用期間・時間 10月22日聞から12月22日也、

月20日勤務、午前8閏30分から午後5時

動務場所介護支援諜

対象・定員社会福祉士の有資格者で、自動車運転免

許を所持している方、 1人
報酬 閏給 1200円、 時間外勤務を行う場合がありま

す。(通勤手当別途支給)

選考方法書類審査と面接(9月27日制午後を予定)

申し込み履歴書(縦45mmx横35mmの写真 (上半身

無帽で3力月以内に撮影)を鮒 )に必要事項を明記し、

「地域包括支援センターの社会福祉士jをテーマにし

たレポート(800字以内)と資格証写しを、9月6日

午後5時までに本人が介護支援諜ヘ直接持参

固 介護支援畑7185-1112

市役所の代表電話番号ft7185・1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp自 は「あびこ楽校jの事業です。
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我
孫
子
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
む
シ
タ
l

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
地
域

の
皆
さ
ん
で
見
守
り
応
援
し
て
く
だ

さ
る
提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
安
心
し
て
仕
事

と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
よ
う
に
、

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
欲
し
い
方

と
お
手
伝
い
を
し
た
い
方
が
、
会
員

と
な
っ
て
運
営
す
る
住
民
参
加
型
の

互
助
援
助
組
織
で
す
。

旧村川別荘が市指定の
文化財となりました

対
象
市
内
在
住
で
、
子
ど
も
が
好

き
で
健
康
な
方

※
資
格
・
経
験
は
聞
い
ま
せ
ん
が
、

事
前
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
動
の
内
容
。
保
育
園
や
学
童
保

育
室
へ
の
お
迎
え
@
提
供
会
員
宅

で
の
保
育

O
習
い
事
へ
の
送
迎

。
保
護
者
の
用
事
な
ど
の
際
の
援
助

。
そ
の
他
、
会
員
の
育
児
に
必
要
な

援
助

※
提
供
会
員
に
援
助
依
頼
を
す
る
際

は
、
ご
都
合
な
ど
を
お
聞
き
し
、
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。

※
活
動
中
の
事
故
な
ど
に
備
え
て
、

傷
害
保
険
(
保
険
料
は
セ
ン
タ
ー
が

負
担
)
な
ど
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

報
酬
子
ど
も
1
人
に
つ
き
、

1
時

間
7
0
0
円
(
月
曜
日
か
ら
金
昭
日

の
午
前
6
時
か
ら
午
後
日
時
)
・

9

0
0
円
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
)

※
送
迎
の
交
通
費
や
提
供
会
員
が
用

意
す
る
食
事
代
な
ど
は
利
用
会
員
の

実
費
負
担
に
な
り
ま
す
。

入
会
金

1
0
0
0
円

対
象
児
童

6
カ
月
か
ら
叩
歳
未
満

申
し
込
み
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
我
孫
子
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
宮
削
7
1
8
6
・
4
1
6

1
へ
(
月
曜
か
ら
土
曜
日
の
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
)

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は、

4
月
1
日
か
ら
天
王
台
1
の
M

の
4
川
村
第
臼
ピ
ル
5
階
(
天
王
台

駅
南
口
)
す
く
す
く
広
場
内
へ
移
転

し
ま
し
た
。

旧村川別荘が平成19(2007)年5月30目、
我課子市指定文化財(史跡)に指定されました。

同別荘は、臨と新館側洋一対の形で現存す

る数少ない別荘の一つです。
母匡は、和室3聞からなる主体部には、我孫

子宿本障の離れとして使用されていた当時の材 企母屋の建つだころの風景

料が残っています。屋根裏には票差当聞の和小屋が残ってし!旬。母匡は移築時

に改造を受けていますが、我孫子市に残る江戸時代の貴重な遺構といえます。
新館は、多くのユニークな特徴がたくさんあります。屋根は入母屋造鋼板葺で、

垂木に反りをつけ勾配措くし長独特の燃の扇垂木、コンクリートの基礎、建

物囚曙の丸柱、寄木張りの床、格天井、矩折れの出窓など昭和初期の洋風形式を

残しています。

また、この場所は、斜面林の連続した緑の場所として当時の景観を残すものと

して重要です。ケヤキやクヌギ、シラカシなど自生している高木が生えているほ

か、モミジなど植栽した木がみられ庭園としての価値も高めています。

旧村川別荘文化財指定の記念イベントを開催 I 

市指定文化財展

ziiit手賀沼しゅんせつ土を

理主 活用し植生帯の
2 整備に着手

日時 8月22日制から9月3叫日)午前9聞
から午後4時(月 ・火曜日は休館)

内容我課子市指定文化財、千葉県指定

文化財を紹介するnネル展示と市所有指
定文化財の裁縫僻5ゃ望書土器などの実
物やレプリ力を展示

園教育委員会文化課ft7185・1583

化
の
た
め
、
沼
内
に
堆
積
し
た
土
砂

争
終
レ
て
植
生
帯
の
整
備
を
今
年

度
か
ら
進
め
ま
す
。

計
画
延
長
3
0
0
0
m
を
平
成
辺

(
2
0
1
0
)
杢
度
を
目
途
に
整
備

す
る
予
定
で
す
。

圃
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境

課
河
川
環
境
室
宮
0
4
3
・
2
2
3

・
3
1
5
5
、
東
潟
飾
地
域
整
備
セ

ン
タ
ー
柏
整
備
事
務
所
建
設
課
宮
7

1
6
7
・
1
2
0
4
、
手
賀
沼
課
・

内
線
4
6
7

水際の連続性の復元

水辺林の形成

樹林に生息する種の増加
景観にアクセントが生まれる

桜並木

竹でコップと箸を作ろう
(夏休み親子竹細工教室)

措参軍手、帽子、タオル、虫除け、飲み物

申し込み・固 電話で教育委員会文化課

場所 旧村川別荘(寿2丁目)

※駐車場はありませんので、市役所の駐車場をご利用ください。パスを利用

する場合は、我頚子駅南口発のパスをご利用ください(バス停留所「市役

所J下車徒歩5分)。
生物ゾーン利用ゾーン

第9回国際交流スピーチ大会

発表者を募集
日時・場所 9月30日(日)午後1時、市民プ

ラザ(参加無料)

※終了後、吏流パーティーあり。

テーマ 国際斐流に関すること(留学体験、

国際斐流体験、海外へのあこがれ将来の夢、

市の国際受流活動への提案など) (発表は日

本語・外国語を間わず、 1人5分以内)
対象 市内在住・在学・在勤の方(国籍は聞いません)、 10人
※応募者多数の場合は、国際斐流協会会員の審査により決定。

※市長費・ AIRA会長賞ほか各賞多数あり。
申し込み・固 ハガキ、ファクス、 Eメールのいずれかで住折、氏名、電話番号を明記し、
9月22日必着で〒270・1166我孫子4の11の1国際突流協会 (AIRA)事務局間7183・2005
Eメールinfo@e-aira.jpo7183-1231ヘ

谷津の魅力がいっぱい
-~E;~;J三a=l~司rr，)亘書主ヨ三掴

岡発戸・都部の谷津の生物などの写真を展示します。また、かかし作りな
どのワークショップ、展示内容を解説するギャラリーツアーを行います。

日時・場所 8月25日出から28日開午前10時から午後7時、市民プラザ

(入場無料)

内容実物展示…力工jレ、震の染物、昆虫標本

写真展示…谷津の植物・毘虫・風景、復田作業の経過

@ワークショップ (8月25日凶 .26日(日)午前10聞から午後5時)…かかし

作り、谷津の粘土で作った鳥に色塗り、谷津の動植物などのイラストを書く
@ギャラリーり?一 (8月25日出 .26日旧)午後2時から3閏)…展示物を

見ながら谷津の自然を解説

主催我孫子市岡発戸・都部谷津ミュージアムの会、我弼子市

圏手賀沼諜・内線465

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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「
生
涯
学
習
出
前
講
座
」
市
民
講
師
メ
ニ
コ

l
z

刊
の
新
講
座
を
追
加

「
生
涯
学
習
出
前
講
座
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
講
座
を
選
び
、
日
時
や
会
場
を
決
め

て
受
講
す
る
学
習
機
会
の
場
で
、
あ
び
こ
楽
枝
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。
「
市
民
講
師
メ

ニ
ュ

ー
」「
市
役
所
メ
ニ
ュ
ー
」
「
公
共
機
関
メ
ニ
ュ
ー
」
の
3
つ
が
あ
り
、

市
民
が
自
ら
培
っ
た
特
技
・

経
験
・
知
識
を
提
供
す
る
「
市
民
講
師
メ
ニ
ュ

ー
」
に
、
新
た
に
惜
の
講
座
が
加
わ
り
ま
し
た
。

「
市
民
講
師
メ
ニ
ュ
ー
」
に
新
た

に
加
わ
っ
た
講
座
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す

(
7
月
5
日
現
在
)
。

「
市
民
講
師
メ
ニ
ュ
ー
」
は
合
計

作
講
座
に
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
か
の

講
座
と
「
市
役
所
メ
ニ
ュ
ー
」
「
公

共
機
関
メ
ニ
ュ
ー
」
に
つ
い
て
は
、

あ
ぴ
こ
楽
校
協
議
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
方

原
則
と
し
て
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
方

で
、
講
座
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
人
数

以
上
の
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

講
師
料
無
料
(
講
座
に
よ
り
実
費

負
担
あ
り
)

-ー-

住みよいまちづくりの発展と

人材育成に向けて
利
用
上
の
注
意

*
市
民
講
師
は
市
に
受
録
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
師
で
、
講
座
は
講

師
自
身
が
構
成
・
実
施
し
ま
す
。

*
出
前
講
座
は
1
回
で
完
結
す
る
講

座
で
す
。
継
続
的
・
定
期
的
に
指
導

を
受
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
公
の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
や
政
治
・
宗
教
・
営
利
目
的
の

催
し
な
ど
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

圃
あ
ぴ
こ
楽
校
協
議
会
事
務
局

(
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
担
当
内
)

宮

7
1
8
2
・
0
6
2
2

市民講師メニューの

利用方法

①講座の決定

講座メニューから希望の

講座を遷びます。

②日時の決定

講師と日程を調整します

ので、第3希望まで検討し

てください。

③会場の確保

市内に会場を確保します。

個人宅でも大丈夫です。

④申請

あぴこ楽枝協議会事務局

へ申請します。

7月31日我孫子市とJ11村

学園女子大学は、住みよい

まちづくりの発展に向けて

相互協力する内容の協定を

締結しました。

また、協定に基づく具体

的な取り組みを盛り込んだ

覚書を教育委員会と大学で

締結し、市内小中学校での

学習補助を行うため、教員

などを目指す学生ポランテ

ィアの活用を正式な制度として確認しました。

調印式には、我孫子市から星野市長、渡辺副市長、今関教育長、川村学園

女子大学から川村正澄学長、川端香男里副学長が出席しました。

固 協定締結・・教育委員会生涯学習担当ft7182・0622、覚書締結・・教育委
員会指導課ft7185-1367

A協定を締結する星野市長(右)とJII村学長

最少
人数

「市民講師メニューJの新講座v 
中央学院高等学校の

市民講座の受講生を募集
講師

手賀沼周辺の戦国時代の実像と我孫子周辺国自
の社会について考える(実費) 開 局

(対象 ・費用)主な内容名

歴史探検
手賀沼周辺の戦国時代

座講

5人正光

柳、志賀、武者小路、リーチなど我孫子に
楊西まつわる天才の出会いの話(資料コピー代)

場所中央学院高等学校内ほか

内容下表参照

申し込み 下表参照(各講座の担当者ヘハガキまたはEメールで申し込み)

※参加者は、傷害保険の加入(任意)をお願いします。 100円程度。
圏中央学院高等学校・林ft7188・1101

2人雄介天才たちの出会い

350年前、九州の有田の先人たちが海外で
日本文化をを広めた講話(実費、日曜以外)

忠 10人永井

地球温暖化について絵や写真を見ながらの
講話(中学生以上、実費要相蔽)

有田焼とヨーロッパ

5人小林正美

酸性雨、ダイオキシン、環境ホルモンなど
小林正美

環境問題の説明(高学生以上、実費要相識)
5人

いじめのメカニズムを知ってイジメのない
環境をつくろう! (資料コピー代)

環境問題のウソ・ホン卜

3人富雄吉田

ベビーサインと簡単なママ英語でベビーと
お喋り (0歳-1歳、妊婦、資料コピー代)

イジメについて考える

欲張りママの英語で
ベビーサイン!

3人千春

保健、医療制度、病院の現状と問題点やS}佐藤典衛
者の権利や義務について(資料コピー代)

3人

相続について民法を中心に基礎を学ぶ(資
佐野安成

料コピー代)

良い病院・いい患者

1人

賃貸か持ち家か?戸建てかマンションか?
その利点・欠点のお話(資料コピー代)

相続の基礎を学ぼう!

1人佐野安成

カックロの解き方の解説(実費、第2土曜
日10時-12時その他相蔽)

一生の住まいどうします!

初心者のための
カック口解法講座

5人長笹川寛

やさしい曲を日本の伝統楽器で弾く。琴、
三味線で自由音楽創作も行う(楽器運搬代)

弾いてみよう!
楽しい琴、三味線

1人

2人

芳本美恵子
(恵豊)

自宅に咲いている花のアレンジのコツを教え
ます(花切パサミ、実費1500円-2∞0円)

1人

芳本美恵子
(恵豊)

季節の花を親子で楽しむ(花切パサミ、小
学生以上、実費 1500円-2000円)

生花でリラックス

親子で楽しむ
フラワーアレンジ

1組

2人松村秀郎アマチュア無線について(筆記用具)

体全体の血行を良くし疲れやストレスを和
らげるストレッチ体操(土日祝時聞は相識)

2人熊倉美希子基礎代謝促進ストレッチ

受講日・場所

9月20目、 10月
18目、 11月15日、基本打ち、互
いずれも木曜日、午格稽古、地稽
後6時30分から 7古
時30分
ハガキかEメールで住所、氏名、性別、学校名・学年、電話番号を明
記し、いずれも受講日の3目前までに〒270・1131都部765中央学
院高等学校内・林佐登実、 Eメールshayashi@chuo斜<uin-h.ed.jp
9月7日・ 14日・
21日・ 28目、 10
月5日・ 12日いず
れも金曜日、午後7
時から8時45分

8月16日からハガキかEメールで住所、氏名、性別、学校名・
学年、電話番号を明記し、〒 270・1131都部765中央学院高等
学校内 ・飯田武司、 Eメールiida@chuogakuin-h.ed.jp

9月27目、 10月 小学生とその保
ポール遊びを

25目、 11月29目 。 語者(ママさ、取り入れなか
いずれも木曜日、午 e ん)、各目先麓

ら基本を学ふ
後7時から9時 30人

ハガキかEメールで住所、氏名、性別、学校名・学年、電話番号を明記し、
いずれも受講日の3目前までに〒270・1131都部7邸中央学院高等学
校内・錨偏にうけつ)香織、 Eメールkkωket釦@chωgakuin品.剖.jp

室内で 1時間
程度の勉強会
後、野外で観
察

ハガキかEメールで住所、氏名、性別、学校名・学年、電話番号を明
記し、 9月30日までに〒270・1131都部765中央学院高等学校内 ・
秋山信、 Eメールakiyama@chωgakuin-h.ed.jp
9月8日・ 22日、
10月13日・27目、
11月3日・ 10日- WordとExcel
24日いずれも土曜
目、午前 9時から
11時

ハガキかEメールで住所、氏名、性別、学校名・学年、電話番号を
明記し、 8月31日までに〒270・1131都部765中央学院高等学校
内・天久啓子、 Eメールktenkyu@chuogakuin-h.ed.jp

持 参定員
--. 
tヨr内講座名

地球!j:温暖化しているか?式
稽
椋

ρ

目

r
丸
山
冠
制

防
竹
古
て

仕
4
1人
l
、、

校
者
、
υ

高
験
ma

.
経
着

出
T
f
k
仲
冗

・
般
日

A
T
一
者
官

剣道合同
稽古会
(参加無料)

A申し込み

望月
室内用シユー
スラケット
(貸出あり)

小学校4年生か
ら中学技3年生
(初心者)、各
目先着30人

バドミントン
の基礎

バドミント
ン教室
(参加無料)

企申し込み

バレーポール
シューズ

バレーボー
ル教室
(参加無料)

企申し込み
神山さよ子

正一渡辺
ソーラン、かっぽれ、おてもやん、歌謡曲
などを楽しく踊る(教材費0-印O円)馴染みの歌で踊らん会

筆記用具、
動きやす
い服装

小・中学生とそ
の保語者、先着
25人

10月7日(日)
「秋の鳴く虫観察会J
午前9時から正午

生物自然
観察会
(参加無料)

A申し込み

小・中学生、一
般(高齢者)、
各目先着30人

パソコン教宣
(参加無料)

ハム(アマチュア無線)筆記用具

企申し込み
2人

市役所の代表電話番号n7185-1111 

熊倉美希子

市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp

ダンス入門編(土日祝時間!j:相蔽)ダンス入門

図はfあびこ楽校jの事業です。
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1
固
祉
会
教
育
フ
ィ
ル
ム
子
ど
も
向
け
市
棚
映
画
会

「
湖
北
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
」

市
が
所
有
し
て
い
る
社
会
教
育
フ

ィ
ル
ム
の
中
か
ら
楽
し
い
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
2
本
を
上
映
し
ま
す
。

終
演
後
は
希
望
者
に
日
印
刷
映
写
機

が
あ
る
調
光
室
の
見
学
も
あ
り
ま
す
。

さ
あ
、
子
ど
も
た
ち
、
湖
北
地
区

公
民
館
に
集
ま
れ
!
来
場
者
に
は
夏

の
風
物
「
水
ヨ
ー
ヨ
ー
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
!

~ -.. ti 怠

~SI 島近なとり.び 2

アマ?苧

を
開
催
，
.

...タヌキとキツネが化けくらべ

日
時

8
月
M
日
凶四
日
時
開
場

時
却
分
か
ら
U
時
却
分

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

内

容

ブ

ー
さ
ん
と
大
あ
ら
し

(却

分
)
ウ
オ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
楽
し

い
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
化
け
く
ら
べ

(
写
真
)
(
却
分
)
タ
ヌ
キ
と
キ
ツ

ネ
が
化
け
比
べ
を
し
な
が
ら
欲
張
っ

て
失
敗
す
る
話
や
相
手
を
思
い
や
る

心
情
、

自
信
過
剰
に
対
す
る
戒
め
な

ど
の
話
を
背
景
に
楽
し
さ
と
と
も
に

心
を
育
む
お
話

対
象
市
内
在
住
の
3
歳
か
ら
ロ
歳

く
ら
い
ま
で

定

員

先

着
2
5
0
人
(
入
場
無

料
)

圃
湖
北
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

8
・
4
4
3
3

(コウノトリ目サギ科)

盛
夏
の
風
に
脅
々
と
し
た
稲
が
揺

れ
る
水
田
の
中
に
、
頭
や
背
や
首
が

オ
レ
ン
ジ
色
の
サ
ギ
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
?
こ
の
オ
レ
ン
ジ
色

に
な
る
サ
ギ
が
ア
マ
サ
ギ
で
す
。

ア
マ
サ
ギ
は
、
全
世
界
の
熱
帯
地

域
や
温
帯
地
域
に
広
く
分
布
す
る
全

身
の
羽
毛
が
白
い
い
わ
ゆ
る
白
鷺
と

よ
ば
れ
る
烏
の
一
種
。
体
長
は

m
m

ほ
ど
で
、
コ
サ
ギ
よ
り
も
小
さ
く
、

A
e
A
 

の友館
)

物

館

博

物
ゆ
博

鳴

の
ん

罵

文』

I
1

夫

一

哲

也

貝

調節

時田

真写
文

10 

市民劇団『あび乙舞台j

創立15周年記念公演

『あなたいいお月様ですねj

認
知
症
老
人
の
哀
感
を
ヒ

ュ
ー
マ

ン
タ
ッ
チ
に
描
い
た
飯
牟
礼
一

臣

作
・
演
出
「
あ
な
た
い
い
お
月
様

日
本
で
は
主
に
夏
鳥
と
し
て
本
州

.
四
国
・
九
州
で
子
育
て
を
し
ま

す
。
渡
っ
て
来
た
初
夏
や
飛
去
す

る
秋
に
は
全
身
が
白
く
な
り
、
コ

サ
ギ
な
ど
の
白
い
サ
ギ
と
見
分
け

に
く
く
な
り
ま
す
。

子
育
て
は
、
他
の
サ
ギ
類
に
混

じ
っ
て
集
団
(
コ
ロ
ニ
ー
)
で
し

ま
す
。
バ
ッ
タ
な
ど
の
見
虫
類
や

カ
エ
ル
な
ど
の
両
生
類
を
主
な
食

べ
物
と
し
て
い
る
た
め
、
牛
や
水

牛
な
ど
の
近
く
で
驚
い
て
飛
び
出

す
バ
ッ
タ
や
カ
エ
ル
な
ど
捕
食
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ア
マ
サ
ギ
の
英

語
名
が
牛
サ
ギ
と
呼
ば
れ
る
の
も

合
点
い
き
ま
す
。

手
賀
沼
周
辺
の
水
田
で
は
、
こ

れ
か
ら
渡
り
間
近
に
な
る
と
袈

機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
後
に
つ
い
て

慌
を
獲
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
光
景

が
見
ら
れ
ま
す
。

で
す
ね
」

(文
化
庁
後
援
ア
マ
チ
ュ

ア
演
劇
祭
最
優
秀
脚
本
賞
受
賞
作

品
)
を
上
演
し
ま
す
。

日
時

9
月
初
日
制
午
後
O
時
初
分

開
場

1
時
開
演

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

(入
場
無

料
)

出
演
小
学
生
か
ら
位
歳
ま
で
の
団

員
約
mw
人

対
象
抽
選
で
2
0
0
人

申
し
込
み
往
擾
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
入
場
希

望
枚
数
を
明
記
し
、

8
月
初
日
必
着

で
〒
2
7
O
I
l
l
3
2
湖
北
台
叩

の
2
の
お
あ
ぴ
こ
舞
台
・
飯
牟
礼
一

臣
へ

※
9
月
1
日
に
抽
選
後
、
入
場
券
は

ご
自
宅
へ
発
送
し
ま
す
。

主
催

我
孫
子
市
教
育
委
員
会
、
あ

ぴ
こ
舞
台

圃
あ
ぴ
こ
舞
台
・
飯
牟
礼
宮
7
1

8
8
・
1
1
6
0

我
孫
子
市
め
る
へ
ん

文
庫
第
4
集
を
刊
行
!

市
主
催
の
児
童
文
学
賞
「
め
る
へ

ん
文
庫
」
の
第
5
回
受
賞
作
品
初
編

を
収
録
し
た
本
を
刊
行
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
集
は
、
市
内
の
小
・
中

学
校
、
高
校
に
配
布
さ
れ
、
市
民
図

書
館
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
文
化
課
と
市

役
所
行
政
情
報
資
料
室
で
、

5
0
0

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

伝

E
E量

-
P
E

今
年
度
募
集
の
同
文
庫
の
作
品
の

締
め
切
り
は
、

9
月
初
日
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
ま
す
。

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
8
7
1
8

5
・
1
6
0
1

07 inタヒコ.
夏の締めくくりに、 iALOHAリと 「癒しJをお届けします。

心地よく吹く手賀沼の風を感じながら、ハワイアンな1日を過ごしませんか。

受温 JR常磐線我弼子駅南口徒

歩8分草の場合は我弼子市役所

駐車場 (300台:会場まで徒歩20
分)をご利用ください。

市御月正面玄関から手賀沼公園

聞を30分間隔で無料送迎パスが

運行します。(午前9時から11閏
30分/午後O時40分から5閏10
分)

p
p閤
剛
幽
悶
図

作

-
l
I
F
-
-フ

雪
底
闘
阻

品

川

園

山川

川

沼貸手

<市役所駐車場案内>

県E盟国
警 P
号 p

します。午前11時20分ごろ会場

前を通過します。

会 歯ッピースマイルフ付コンテ
スト審査会・擾賞式

aアロハディンギー{ヨット)
午前9時30分湖上園桟橋で受け付

け午前10聞から午後O時30分、
先着20人(1人約10分の体験)、

参加無料
※出演者・イペン卜は都合により

中止・変更になる場合があります。

固我弼子市教育委員会文化課8

7185・1601

(詳しくは市のホームページをご

覧ください。)

日時 8月25日帥午前10時から午後6時

爾天の娼含翌26日(同 業両日商の娼含lil中止
蝿用手賞沼公園子ども広蝿

時の2回
銀、出庫

ハワイアンショップ (24庖舗)

ι飲劃吉 (9庖舗)ほか

SS閉会

ウクレレ教室(無料) (ウク

レレ無料貸出15人)、レイ教室
(500円程度)

fアロI¥deハーレー受温安全パ
レードj

50台のハーレーで我

課子市内をパレー ド

「蔦訂

タロハフエスタ

匁 メインステージ

オープニング…午前10時から(オ
ープ二ングフラ、親子ウクレレ・

フラダンス教室受講生)

フラステージ…午前10時50分か
ら午後4閏40分(市内外のフラダ

ンスチーム)

ゲスト(写劃出演…午後1時10
分から1閏40分、午後5時から6

県
道
8
号

国道お6号

貧
富

り警 手賀沼ふれあいライン

手必造型l 我開校園

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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備
部
包〉
@ 
企?

略黒
しはタ
て市イ
いのト
ま後ル
す援が
。、色

補付
助き
団の
体も
5ち σ3
~，そ

で市
す笠

%. :去
最 序
自主
は E

圃共

界 襲 五ト

2E切 :A
E三千守主義
省 、問て λ司

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

男
女
共
同
参
画
講
演
会

.. -
日
9
月
8
日
回
目
時
却
分
1
日
時
却

分
所
ア
ビ
ス
タ

内
講
演
・:
男
性

か
ら
発
信
し
よ
う
け

「ボ
ク
が
目
覚

め
た
静
酌
」
講
師
:
・新
木
雅
之
さ
ん

(
元
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
課
長
)

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

先
着
1
5
0
入

費

無

料

主

あ

ぴ

こ
女
性
会
議
、
我
孫
子
市

※
託
児
あ
り

(
2歳
以
上
就
学
前
)

要
予
約
。

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
示
し
、
あ
つ
み
宮
郎

7
1
6
9
・
5
3
2
1
へ

第
羽
田
記
念
我
孫
子
書
道
連
盟
展

開
時
開
催
小

主
主

書
写
展
覧
会

日
9
月
8
日
出
i
ロ
日
制
叩
時

i
u

時
(
ロ
日
は
日
即
時
ま
で
)
所
市
民

プ
ラ
ザ

内
連
盟
会
員
の
作
品
回
点

と
、
市
内
小
学
校
3
1
6年
生
、
中

学
生
の
作
品
2
3
1点
を
展
示
(
特

別
賞
受
賞
式
・:
9
日
冊
目
時
加
分
)

圃
書
道
連
盟

・
児
玉
宮
7
1
8
2
・

1
6
2
3
 

福
祉
の
し
ご
と

就
職
フ

ェ
ア
m
ち
ぱ

日
9
月
2
日
側
、
ロ
月
辺
自
国
日
時

1
日
時
初
分
所
幕
張
メ
ツ
セ
国
際

会
議
場

内
求
人
の
あ
る
社
会
福
祉

施
設
な
ど
の
代
表
者
と
の
個
人
面
談
、

福
祉
職
場
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

対
福
祉
施
設
な
ど
に
就
職
を
希
望
す

る
方
費
無
料

圃
千
葉
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
宮
0
4
3
・
2
4
8
・

" * 第 1195号

日
・
:
日
時

所
・・・場所

1
2
9
4
 

第
1
回

仮
装
か
っ
ぱ
音
頭
ま
つ
り

日
8
月
お
日
冊
目
時
i
U時
所

け

や
き
プ
ラ
ザ
前
広
場

内
仮
装
か
っ

ぱ
音
頭
、
河
童
音
頭
の
講
習
会
、
ロ

ッ
ク
ソ
1
ラ
ン
・
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
ほ

か
費
無
料
(
模
擬
庖
は
有
料
)

圃
個
我
孫
子
脅
年
会
議
所

・
依
田
宮

0
9
0
・
8
7
4
4
・
1
6
2
2

第
6
回

天
王
台
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

日
8
月
お
日
出
比
時

i
m時
初
分

(
荒
天
時
は
お
日
制
)

所
天
王
台

駅
北
口
(
不
動
産
屋
1
ス
ー
パ
ー
手

前
左
図
参
照
)

圃
天
王
台
ふ
れ
あ

い
夏
祭
り
実
行
委
員
会
・
塚
本
宮
7

1
8
2
・
2
2
8
6

@ 

ー取手

ロ
スーパー

当日はこの区間歩行者天国
交通規制13時-21時

口
不動産屋

※
露
天
で
の
出
庖
者
を
募
集
出
庖

費
無
料

(
1
区
画
2
m
)

申
電
話

で
8
月
勾
日
制
ま
で
に
山
田
宮
7
1

8
4
・
2
2
3
0
へ
。

我
孫
子
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

サ
マ

I
フ
ェ
ス
テ
パ
ル

日
8
月
お
日
出
・
お
日
側
所
我
孫

子
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
け
や
き
プ
ラ

内
・・・内容

出
・:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

ザ
内
)

内
楽
器
演
奏
、
踊
り
な
ど

の
発
表
:
・日
時
、
写
真
・
絵
画
な
ど

の
展
示

:-m時
費

無

料

圃
我
孫

子
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
1
・

1
0
1
1
 

あ
ら
き
野
平和
初
動
会

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

日
9
月
2
日
冊
目
時
開
請
所
湖
北

地
区
公
民
館
費
無
料
咽
吉
津
宮

7
1
6
9
・
5
4
5
3

光
画
会
第
7
固
写
真
展

日
8
月
口
日
働
5
2
日
制
叩
時

sm

時
(
口
日
は
日
時
か
ら
、

2
日
は
口

時
ま
で
)
所
市
民
プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ

リ
ー

内
市
在
住
の
光
画
会
会
員
に

よ
る
、
手
賀
沼
と
そ
の
周
辺
の
自
然

を
テ
l
マ
と
し
た
位
点
の
写
真
展
示

費
無
料
圃
天
野
宮
7
1
8
2
・
2

4
9
8
 

村
治
佳
織
ギ
タ
I
リ
サ
イ
タ
ル

5
秋
色
の
風
に
の
せ
て
5

日
日
月
初
日

ω四
時
間
演

所
森
の

ホ
1
ル
幻
(
松
戸
)

内
曲
目
:
・ア

ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
、
シ
ョ

l
ロ

ス
Mm
l
ほ

か

費

S
席
5
5
0
0
円、

A
席
4
5
0
0
円
(
全
席
指
定
)

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
森
の
ホ
1
ル
チ
ケ

ッ
ト
セ
ン
タ
ー
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

R
O
l
O
N
、
柏
高
島
屋

圃
草
原

の
会
・
笠
原
告
7
1
4
4
・
5
2
1

4
 穆

一周
し
て
み
ま
世
ん
か

回
遊
び
の
達
人
教
室

日
8
月
mm
日
制
日
時
初
分

1
日
時
初

分

所
湖
北
地
区
公
民
館

内
新
聞

紙
で
ト
カ
ゲ
や
ヘ
ピ
を
作
っ
て
遊
ぶ

対
小
学
生
、
先
着
初
入
費
無
料

持
新
聞
紙
2
日
分
く
ら
い
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申

・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

か
E
メ
l
ル
で
氏
名
、
学
校
・
学
年
、

電
話
番
号
を
明
示
し
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
謀
容，
ee--
8
5
・
1
6
0

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

4
m
7
1
8
2
・
5
8
6
7
E
メ
ー

ル
m
3
z
p
v
q
o
z
F
W
C
@の
宵
可
・

ωσ

FW0・nEσ
ど
匂
へ

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

日
目
月
四
日
同
・
四
日
働

8
時
却
分

s口
時
所
消
防
本
部

対
両
日
参

加
で
き
る
方
、
先
着
初
入
費
4
0

0
0
円

申

・
圃
申
込
書
(
消
防
本

部
、
各
消
防
署
・
分
署
、
市
ホ
l
ム

ベ
1ジ
に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
写
真
(
縦
4
m
×
横
3
仰

)

を
貼
付
し
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

は
9
月
3
日
聞
か
ら
、
そ
の
他
の
方

は
9
月
5
日
制
か
ら
、

9
時

i
u時

に
消
防
本
部
予
防
課
宮
7
1
8
1
・

7
7
0
2
へ
直
接
持
委

子
ど
も
と

一
緒
に

企
画
を
創
ろ
う

日
8
月
初
日
側
、

9
月
2
日
冊
目
時

初
分
i
口
時
所
ア
ビ
ス
タ
内
あ

ぴ
こ
子
ど
も
ま
つ
り
に
向
け
て
の
ジ

ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
学
ぶ
セ

ミ
ナ
ー

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
一
子
ど

も
と
一
緒
に
企
画
を
つ
く
る
」
講
師

:・
背
木
将
幸
さ
ん
(
背
木
将
幸
フ
ア

シ
リ
テ
l
タ
l
事
務
所
)

対
各
回

先
着
目
入
費
1
回
5
0
0
円

主

あ
ぴ
こ
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

申

.
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か

E
メ
1
ル

で
あ
ぴ
こ
子
ど
も
劇
場
宮
間
7
1
8

8
・
9
0
7
8
E
メ
1
ル

5
5
5

F
5
0合
E
s
q
-
O
B・S
-句
へ

硬
式
テ
ニ
ス
(
ダ
ブ
ル
ス
)

市
民
大
会

日
9
月
9
日
制
8
時
初
分
集
合
(
雨

天
時
は
日
日
出
)

所
・
種
市
民
体

育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
:・
男
子
ダ
ブ
ル

ス

(
A
-
B
ク
ラ
ス
)
、
湖
北
台
中

央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
:
・女
子
ダ
ブ

ル
ス

(
A
・
B
ク
ラ
ス
、
ピ
ギ
ナ
1

ク
ラ
ス
)
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス

(ω
歳

以
上
)

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
、
在
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
方
費
1

組
1
0
0
0
円
(
当
日
徴
収
)

申

・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、

持
・・・持参

申
・:
申
し
込
み

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
所
属
ク

ラ
ブ
、
参
加
種
目

(
1人
1
種
目
の

み
参
加
可
)
を
明
記
し
、

9
月
6
日

必
着
で
〒
2
7
o
l
-
-
3
8
下
ケ

戸
5
7
1
の
2
古
川
俊
輔
君
問
7
1

4
9
・
4
9
3
5
へ

茶
道
連
盟
秋
の
茶
会

日
9
月
9
日
冊
目
時

5
日

時

所

湖

北
地
区
公
民
館

席
主
中
野
宗
信
さ

ん
(
裏
千
家
)
、
山
本
宗
綾
さ
ん

(
裏
千
家
)

費
2
席
で
1
0
0
0

円
(
当
日
券
あ
り
)

圃
茶
道
連
盟

.
亀
山
宮
7
1
8
3
・
0
6
0
8

敬
老
の
日お

茶
を
楽
し
む
会

日
9
月
日
日
制
①
日
時
i
U時
加
分

②
ロ
時

5
日
時
却
分
③
H
時
5
日
時

初
分
所
け
や
き
プ
ラ
ザ
内
日
本

の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
に
ふ
れ
て

み
ま
せ
ん
か

対

ω歳
以
上
の
方
、

各
回
目
人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽

選

)

費

1
人
5
0
0
円

主

我

孫

子
市
茶
道
連
盟

申

・
圃
往
擾
ハ
ガ

キ
に
希
望
の
回
(
①
i
③
)
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
5
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-

6
4
つ
く
し
野
1
の
6
の
羽
小
野
一

宗
宮
7
1
8
2
・
6
1
6
1
へ

我
孫
子
登
山
教
室

日
9
月
初
日
制
5
時
加
分
我
孫
子
駅

北
口
広
場
集
合

所
磐
梯
山

対
自

力
で
4
時
間
程
度
山
歩
き
が
で
き
る

方、

ω人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽

選

)

費

6
0
0
0
円

申

・
圃
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、

8
月
白
日
必
着
で
〒

2
7
O
I
l
l
6
4
つ
く
し
野
5
の

7
の
7
中
易
慎
夫
宮
7
1
8
4
・
4

7
2
5
へ

青
少
年
相
談
員

夏
の
イ
ベ
ン
ト

①
天
王
台
支
部
・
夏
休
み
肯
親
子
映

画

会

日

8
月
四
日
冊
目
時
加
分

5

四
時
却
分
所
我
孫
子
第
二
小
学
校

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

体
育
館
費
無
料

持
上
履
き
、
水

筒
、
タ
オ
ル

圃
洞
毛
宮
0
9
0
・

1
5
5
8
・
8
4
1
5

②
湖
北
台
支
部
・
夏
休
み
子
ど
も
映

画

会

日

8
月
お
日
回
目
時

sm時

却
分
所
湖
北
台
西
小
学
校
校
庭

(
雨
天
時
は
体
育
館
)
費
無
料

圃
小
島
宮
0
9
0
・
3
2
0
9
・
7

F
b
Q
d
Q
d
 

③
布
佐
支
部
・
ぷ
ち
夏
ま
つ
り
-m布

佐
日
8
月
お
日
冊
目
時
加
分

5
日即時

所
布
佐
南
小
学
校
体
育
館

内
屋
台

ゲ
1
ム
(
射
的
、
手
芸
ほ
か
)
、
星

の
観
望
会
(
日
没
後
)
費
無
料

持
屋
台
ゲ
1
ム
参
加
券
と
し
て
、
い

ら
な
い
お
も
ち
ゃ
・
古
本
な
ど
、
上

履
き
、
タ
オ
ル

圃
飯
田
宮
7
1
8

9
・
2
5
7
0

市
内
チ
l
ム
車
球
大
会

日
9
月
幻
日
同
9
時
受
け
付
け
所

市
民
体
育
館
種
1
チ
l
ム
5
人
以

上
の
団
体
戦

(
1単
2
複
)

対
市

内
在
住
・
在
勤
、
連
盟
会
員
の
方

(
閉
程
は

ω歳
以
上
の
方
)

費
1

チ
1
ム
3
0
0
0
円

申

・
圃
ハ
ガ

キ
に
大
会
名
、
種
目
、
チ
l
ム
名
、

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、

9
月
3
日
必
着
で
〒
2

7
O
I
l
l
6
4
つ
く
し
野
3
の
四

の
3
0
3
中
山
妙
子
宮
7
1
8
2
・

3
1
7
7
へ

児
童
文
学
英
訳コ

ン
テ
ス
ト

内
川
村
学
園
女
子
大
学
観
光
文
化
学

科
の
教
員
で
あ
る
上
橋
菜
穂
子
先
生

の
著
書
の
翻
訳

対
象
作
品
精
霊
の

守
り
人
(
上
橋
菜
穂
子
著
)
参
加

資
格
英
語
を
母
語
と
し
な
い
高
校
生

※
応
募
育
種
な
ど
詳
し
く
は
、
同
大

学
国
際
英
語
学
科
宮
7
1
8
3
・
7

2
1
2
へ
。

※
同
大
学
の
学
園
祭
(
叩
月
初
日

出
)
で
開
催
す
る

「
レ
シ
テ
l
シ
ヨ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
の
参
加
者
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

側あゆみU潟公社と市では、今年も手賀沼ふ

れあいライン沿いに、土地所有者と共同で約1

万5000本のひまわりの栽培をしています。

見ごろは、8月中旬から下旬で、 イペン卜の

開催聞には、花摘みや地元野菜の販売、ミ二S

Lの運行なども予定しています。
蝿所根戸新田(手賀沼 Vひまわり栽培地位置図

ふれあいライン沿い) I~ 圏直号
国側あゆみの郷公社

c 7183-1130 (土.8.
月曜日を除く)

商工観光課・内線505

ひまわり畑で夏のひとときを
「理早苗擁，h@眉跡地雷由開轄 す

講座名 単元教 日時 受講料
インター

9/11 10時30分~

9/8 10時30分~ 9/11 13時~
/'Iソコン

3単元 9/8 13時∞分~3500円
ネット 4単元

9/12 1 (時羽分~
5反)()円

入門講座 講座
9/8 15時∞分~ 9/1213時~

9/1613時~ デジタル 9/2210時30分~

ワード 9/1615時~ カメラ 3単元 9/2213時~ 3反)()円

2003 5単元 9/17 10時30分~8000円 講座 9/2215時~
講座 9/17 13時~ お楽しみ 9/2310時30分~

9/17 15時~ 講座 3単元 9/2313時~ 3反)()円
9/2510時30分~ (チうシ作成) 9/2315時~

エクセル 9/2513時~ 受付時間午前10聞から午後6時
2003 5単元 9/2610時30分~8000円 定員各講座15人(応募者多数の場合は抽選)
講座 9/2613時~ 申し込み・固窓口、または電話かファクス

9/2710時30分~ で8月25日までに市民プラザc7183-2111
※1単π(el:90分。受講料(el:，教材費、通信費を含む。 間7183・5300ヘ
粉楽しみ講座(チラシ作闘は、ワード別講座を修了した捌象。

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp包 は「あびこ楽校jの事業です。
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ぼ
し
ゅ
う

1
1
5
側
山
階
鳥
類
研
究
所
事
務
局

宮
7
1
8
2
・
1
1
0
1
へ
郵
送

※
面
接
日
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。
応

募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

県
立
野
田
看
謹
専
門
学
校

平
成
却

(
2
0
0
8)年
度
学
生

出
願
期
間
ロ
月
3
日
側

5
7
日
働

試
験
日
平
成
却

(2
0
0
8
)
年
1

月
お
日
出
8
時
印
分

所
県
立
野
田

看
護
専
門
学
校

募
集
人
員
第

一
看

護
学
科

(3
年
課
程
)
入
学
定
員

(ω人
)
の

ω
%程
度

対
高
等
学

校
卒
業
も
し
く
は
卒
業
見
込
み
の
方
、

ま
た
は
大
学
入
学
資
格
検
定
合
格
者

等
大
学
入
学
資
格
を
有
す
る
方

選

考
方
法
筆
記
試
験
と
面
接
(
グ
ル
ー

プ
)

出
願
方
法
所
定
の
封
筒
(
本

校
に
用
意
)
に
簡
易
書
留
郵
便
扱
い

で
、
ロ
月
7
日
消
印
有
効
で
〒
2
7

8
1
0
0
3
1野
田
市
中
根
3
1
6

の
1
千
葉
県
立
野
田
看
護
専
門
学
校

へ
郵
送
ま
た
は
本
人
が
直
接
持
参

※
募
集
要
項
の
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、

同
校
宮
7
1
2
1
・
0
2
2
2
へ。

第
6
回
天
王
台
地
区
市
民
ま
つ
り

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
居
者

日
日
月
6
日
同
日
時

1
日
時
却
分

(
荒
天
時
は
7
日
制
)

所
天
王
台

西
公
園
内

費
1
区
画

(3
m
×
3

同

だ

な

お

宮

羽

田

直

希
ち
ゃ
ん

(
新
木
・

1
歳
2
カ
月
)

直
欲

p
d
元
気
い
っ
ぱ
い
。

マ
イ
ブ
l
ム
は
、
パ
パ
と

一
緒
巴

階
段
を
上
り
下
り
す
る
こ
と
。

m
)
2
0
0
0
円

申

・
圃
電
話

(
先
着
順
)
で
天
王
台
地
区
市
民
ま

つ
り
実
行
委
員
会
宮
7
1
8
2
・
3

1
3
1
へ

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
8
月
お
日

ω日
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
8
月
辺
日
制

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し、

担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

都
市
計
画
審
議
会
を
公
開

日
8
月
幻
白
川

wm時
所
議
事
堂
第

1
委
員
会
室
(
市
役
所
隣
り
)

内

①
我
孫
子
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

⑦
読
孫
子
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

の
変
更

対
当
日
先
着
叩
人

圃
都

市
計
画
課

・
内
線
5
9
3

政
令
指
定
都
市
問
題
研
究
会

日
8
月
包
日
働
H
時

所
議
事
堂
第

1
委
員
会
室

内
今
後
の
調
査

・
検

討
内
容
に
つ
い
て
ほ
か

対
当
日
先

着
加
入

申
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は、

会
議
の
開
始
予
定
時
刻
の
却
分
前
か

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の 51昭/2

水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
12略/t年平均目標COD値

平成19年7月、月平均COD値
6.8略/2採水場所:手賀沼公園沖

平成18年7月、月平均COD値
6.8~ /2 

採水場所:手賀沼公園沖
8 だ ら
5 さ受

い け
1 イ、
4 圃 け
2 企の
6 画手

調続

費三
当行
宮 つ

7 て
1 く

就
業
構
造
基
本
調
査

日
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
総
務

省
に
よ
る

「平
成
四

(2
0
0
7
)

年
就
業
構
造
基
本
調
査
」
が
行
わ
れ

ま
す。

9
月
初
旬
か
ら
調
査
員
が
伺

い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
(
調
査
員
は、

調
査
証
を
必
ず
携

行
し
て
い
ま
す
)
。

圃
総
務
課

・
内
線
2
2
9

献
血
に
ご
協
力
を

日
9
月
3
日
開
9
時
却
分

S
U
時
必

分
、
日
時

1
日
時
初
分

所
市
役
所

1
階
ロ
ピ

l

対
体
重
:・
閉
在
江戸培

以
上

・
女
性
必
均
以
上
、
年
齢
:
-
M

S
ω歳
(
伍
歳
以
上
の
方
は、

ω
s

u
凶
歳
ま
で
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
)

持
献
血
カ
1
ド、

身
分
証
明
書
(
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
)

圃
生
活
支
援
課

・
内
線
3
7
7

年
金
無
料
相
談
会

日
8
月
幻
白
川

wm時
i
vm時

所
我

孫
子
商
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
け
や
き
プ

ラ
ザ
内
)

内
年
金
相
談
に
年
金
セ

ン
タ
ー
相
談
員
(
社
会
保
険
労
務

士
)
が
無
料
で
応
じ
ま
す

対
先
着

叩
人

申

・
圃
電
話
で
竹
本
宮
0
9

0
・
1
6
5
3
・
6
4
3
6
へー

一数
一
色

一伺
現
一

一
斗
主
口
同
一

一発
引
一

一
・4
R
R
n
一

一事

7
一

;
 

一劃
利
一

一以
軒
一;
 

一通知町一

二
父
子
一

一内
湯
一

一市
立

このコーナーに掲践を希望する方
tel:，広報掲歳依頼書(市役所広報室

に周意または我掛子市のホームペー

ジからダウンロード)に必要事項を
記入のうえ、掲誠希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。

掲搬する内容はイぺン卜名・日B守・

場所・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認は、当事

者聞で行うようお願いします。

圃広報室t!7185・1269

公共施設利用の活動let、優先的|こ

湯所ガ確保されているものではあ

りまぜん。

‘' 

第
mm
回
我
孫
子
市

産
業
祭
り
出
底
者

日
日
月
幻
日
冊
目
時

1
日
時
(
荒
天

時
は
お
日
倒
)

所
湖
北
台
中
央
公

園

対
先
着
1
2
0
区
画
程
度
(
間

口
約
2
m
)

費

1
区
画
4
0
0
0

円
、
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
1
個

2
0
0

0
円

申

・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

柘
宮
0
9
0
・
5
1
9
4
・
1
0
7

9
m
7
1
8
8
・
2
2
5
8
へ

山
階
鳥
類
研
究
所

ア
ル
バ
イ
ト
(
急
募
)

期
岡
山
月
1
日
S
平
成
却

(2
0
0

8
)
年
3
月
白
日
(
継
続
可
能
な
方

歓
迎
)

勤
務
回
数
週
3
日
、
月
日

日
未
満

勤
務
時
間
日
時

i
u
時

(ロ
時

S
U
時
昼
休
み
)

所
側
山
階

鳥
類
研
究
所

内
経
理
事
務
補
佐

(
庶
務
補
佐
も
多
少
あ
り
)

対
①
日

商
簿
記
検
定
二
級
以
上
②
エ
ク
セ
ル、

ワ
1
ド
操
作
で
き
る
方
③
経
理
実
務

経
験
の
あ
る
方
歓
迎

選
考
方
法
書

類
審
査
、
面
接

報
酬
日
額
5
5
0

0
円
(
交
通
費
含
む
)

申

・
圃
履

歴
書
(
写
真
貼
悦
)
を
8
月
白
日
必

着
で
〒
2
7
o
l
-
-
4
5
高
野
山

命

vgぬ
V
③

ち
ゃ
れ

須
藤

あ
ゃ
め
ち
ゃ
ん

(
柴
崎
・
1
歳
4
カ
月
)

あ
散
歩
と
輪
車
ガ
大
路
き
怠
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
お
て
ん
ば
な
女
の
予

で
す
。

講
演
・
催
し

V
ど
ん
ぐ
り
ラ
ン
ド

「親
子
で
楽
し

く
遊
ん
で
学
び
ま
し
ょ
う
」

8
月

日
日
同
日
時

i
u
時
却
分
(
毎
月
第

三
同
開
催
)
。
け
や
き
プ
ラ
ザ
9
階。

「
お
母
様
も
し
ば
し
子
ど
も
に
か
え

っ
て
」
。
無
料
。
鵜
飼
宮
7
1
8
4

.
6
5
5
6
 

V
ボ
ラ
ン
テ
ア
l
「あ
み
も
の
手
伝

い
」

8
月
初
日
開

・
2
日
開
叩
時

S
M
時
。
加
納
治
五
郎
別
荘
。
中
越

沖
地
震
災
害
地
に

「毛
糸
帽
子
、
マ

フ
ラ
ー
」
を
送
り
ま
す
。
弁
当
持
参
。

申
し
込
み
は
フ
ァ
ク
ス
で
手
作
り
の

会
宮
町
7
1
8
5
・
3
1
0
0

V
認
知
予
防

「折
り
紙
手
芸
教
室
」

8
月
M
日
働
日
時

5
日
時
初
分
。
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
。

認
知
症
予
防
対
策
に
指
先
を
使
っ
て

折
り
紙
圭
冨
教
室
を
開
催
。

お
人。

5
0
0
円
。
同
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー

宮

0
1
2
0
・
4
6
0
・
6
1
2

7月の発生件数 44件
今年の発生件数(1月-)294件
前年同期比 ー70件

7月の死者数 0人
今年の死者数 2人
前年同期比 0人
7月の負傷者数 52人
今年の負傷者数 355人
前年同期比 -92人

V
平
和
の
た
め
の
戦
争
鹿
と
う
か
つ

8
月
包
日
働

i
お
日
冊
目
時

i
U
時

(M
日
は
ロ
時
か
ら
、
お
日
は
日即
時

却
分
ま
で
)
。
相
市
中
央
公
民
館
。

資
料
展
示
と
文
化
集
会
。
無
料
。
実

行
委
員
会
宮
7
1
3
1
・
1
2
9
1

V
傾
聴

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座
・

パ
l
卜
2

8
月
お
日
出
、
9
月
8

日
出
9
時

i
u
時。

け
や
き
プ
ラ
ザ
。

講
師
:・
水
野
修
次
郎
さ
ん

(
麗
沢
大

学
教
授
)
。
先
着
犯
人。

4
0
0
0

円

(2
回
分
)
。
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
を

広
め
る
会
宮
7
1
6
3
・
0
6
3
4

V
夏
休
み
!
親
子
で
カ
ラ
l
セ
ラ
ピ

l
体
験

8
月
お
日

ω日
時。

け
や

き
プ
ラ
ザ
内
ム
ツ
タ
1
ラ
ン
ド
。
ミ

ニ
セ
ラ
ピ
l
と
マ
ン
ダ
ラ
塗
り
絵
な

ど。

3
歳
以
上
。
親
子
で

2
0
0
0

円
(
お
茶

・
ケ
ー
キ
付
)
。
山
本
宮

0
9
0
・
3
5
4
7
・
6
8
7
1

V

「星
空
た
ん
け
ん
」
星
の
観
望
会

皆
既
月
食
を
み
よ
う

8
月
お
日

ω

日
時

s
m時
却
分
(
曇
り

・
雨
天
時

は
9
月
勾
日
出
)
。
五
本
松
運
動
広

場
(
駐
車
場
有
)
。
無
料
。

※
毎
月

第
4
回
開
催
。
東
葛
星
見
隊

・
岸
野

宮

7
1
8
4
・
3
0
7
8

V
消
貧
者
無
料
相
踏
会

8
月
初
日

同
日
時

5
日即
時
。
市
民
プ
ラ
ザ
。
ク

レ
ジ
ッ
ト、

サ
ラ
金
な
ど
消
費
者
金

融
問
題
に
つ
い
て
。
事
前
に
予
約
。

N
P
O
ア
イ
ゼ
ン

・
サ
ポ
ー
ト
宮
O

1
2
0
・
3
1
6
・
4
9
5

V
タ
イ
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

の
鑑
賞
会

8
月
沼
田
働
M
時

5
日

時
初
分
。
湖
北
地
区
公
民
館
。

「
デ

ツ
ク
子
ど
も
た
ち
は
海
を
見
る
」
。

先
着
2
0
0
人
。
前
売
3
0
0
円

・

当
日
3
5
0
円
。
福
祉
の
街
を
つ
く

る
会
宮
7
1
6
9
・
4
2
9
4

V
中
高
齢
者
対
象
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

9
月
1
日
出
か
ら
毎
週
出
か
倒
(
全

日
回
)
①
日
時

sロ
時
②
口
時

5
日

時
。
デ
イ
ヘ

ル
プ
作
業
所
。

印
歳
以

上
の
初
心
者
、
先
着
目
人
。
7
0
0

0
円

(
叩
回
分

・
教
科
書
代
含
む
)
。

山
田
宮
7
1
8
9
・
1
4
7
7

V
残
暑
払
い
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

9

月
1
日
同
日
時

S
M即
時
。
ア
ビ
ス
タ

大
ホ
l
ル
。
華
麗
な
ダ
ン
ス
曲
多
数
、

お

一
人
で
も
楽
し
め
ま
す。

5
0
0

円
(
軽
食
付
)
。
ピ
ュ

l
テ
ィ

・
フ

レ
ン
ズ

・
渡
辺
宮
7
1
8
4
・
4
8

9
7
(幻
時
以
降
)

V
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
と
焼
き
イ
モ
大

会

9
月
1
日
同
日
時

5
日
時
(
雨

天
時
は
2
日
冊
)
。
む
つ
ぽ
し
第
7

農
園
(
北
新
田
)
。

無
料

(
お
土
産

3
0
0
円
j
)
。
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
。

8
月
白
日
ま
で
に
む
つ
ぽ
し

宮

7
1
8
4
・
6
2
5
8

V
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
夕
涼
み
会

9

月
1
日
回
目
時

i
m
時
。
つ
ぱ
め
共

同
保
育
園
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
流
し

そ
う
め
ん
な
ど
。

0
才
i
小
学
生
の

親
子
。
食
事
代
は
実
費
。
親
子
と
も

運
動
の
で
き
る
服
装
、
着
替
え
。
同

国
宮
7
1
8
7
・
5
0
0
5

V
体
験
健
康
空
手
教
室

9
月
6
日

岡
山
時

i
m
時。

け
や
き
プ
ラ
ザ
9

階
ホ
l
ル
。
初
心
者

一
般

・
シ
ニ
ア

男
女
。
無
料
。
運
動
の
で
き
る
服
装
。

直
接
会
場
へ
。
カ
ラ
テ

・
サ
ー
ク
ル

.
吉
岡
宮
7
1
8
4
・
2
5
7
7

(幻
時
以
降
)

会
員
・
仲
間
募
集

V
家
庭
菜
園
畑
で
治
し
た
お
の
病

気
(
実
録
)
先
着
お
人
に
原
本
無
料

進
呈
。
住
所

・
氏
名

・
電
話
を
明
記

し、

フ
ァ
ク
ス
か
ハ
ガ
キ
で
〒
2
7

o
l
-
-
6
6
我
孫
子
1
6
6
7
の

日記あ
ぴ
こ
健
康
家
庭
菜
園
の
会

・
田

中
良
兼
宮
間
7
1
8
5
・
2
4
3
5

v
E
I
ル
マ
イ
ン
男
亘

コ
ー
ラ

ス
メ
ン
バ
ー

毎
週
回
目
時

i
u
時

加
分
。
柏
市
布
施
近
セ
。
唱
歌
か
ら

オ
ペ
ラ
ま
で
。
毎
月
1
回
女
声
と
混

声
練
習
。
平
均
貯
歳
の
未
経
験
者
集

団
で
創
設
6
年
目
。

月
3
5
0
0
円。

伊
藤
宮
町
7
1
3
1
・
2
7
8
5

V
白
磁
絵
付
け
会

月
1
同
9
時
却

分

S
U
時
。
ア
ビ
ス
タ
ほ
か
。
食
器

に
絵
付
け
を
し
て
焼
成
、
実
用
で
き

ま
す。

月
1
5
0
0
円。

※
白
鶴
絵

付
け
作
品
展
・:
8
月
四
日
出

s
m日

側
、
体
験
会
:・

9
月
7
日
働
ア
ピ
ス

タ
。
安
尾
宮
7
1
6
9
・
7
7
2
8

V
識
し
い
英
会
話

毎
月
第
2
・
4

ω日
時
却
分

5
日
時
却
分
。
久
寺
家

近
セ
ほ
か
。
N
H
K
ラ
ジ
オ
講
座
徹

底
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
(
英
会
話
テ
キ
ス

ト
)
使
用
。

月
1
0
0
0
円
。
本
名

古

閑

7
1
8
2
・
6
8
8
4

V
中
国
語
勉
強
会

毎
週
開
9
時
却

分

5
日
時
初
分
。
湖
北
台
近
セ
ほ
か。

N
H
K
ラ
ジ
オ
講
座
。

月
2
0
0
0

円
(
テ
キ
ス
ト
代
別
途
)
。
随
時
入

会
大
歓
迎
。
福
岡
宮
7
1
4
9
・
2

8
2
0
 

不
周
回
目
情
報

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑨=月会費、年=年会費

"
融
り
ま
す
"

。
無
料
で

申
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

プ
リ
ン
タ
l
:
・成
田
宮
7
1
3
9

f市民伝言板jの各項目は、 右のとおり省略しています。

-
2
8
6
0
 

H
語
っ
て
く
だ
さ
い
"

。
無
料
で

申
ワ
ー
プ
ロ
:
・猪
狩

宮

7
1
8
2
・
9
3
7
8

申
し
込
み

各
連
絡
先

へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
は
、

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ

(
月
曜
日
休
館)。
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回
オ
l
フ
シ
講
繍
会

「

-
J
酔
を
過
し
て
申
固
と
白
旗
」

之
之
ろ
の
叡
郷
巴
想
い
を
は
H
U
て

悠
欠
の
調
べ

-
悶
凶
凶
回

日
時

9
月
9
日
倒
午
後
1
時
加
分

か
ら
3
時

(
1
時
開
場
)

場
所
ア
ビ
ス
タ
ホ
1
ル

出
漬
張
晶
押
さ
ん
(
写
真
)
、
張

勇
二
胡
研
究
会
の
み
な
さ
ん
(
合
奏
)

客

員

先

着
1
2
0
人

参
加
券

5
0
0
円

参
加
券
販
売
所
あ
ぴ
こ
楽
校
協
議

-ー-

張勇/チョウ・ユウ
5歳からこ胡の英才教

育を受ける。二胡の第一
人者・王国濯に師事し、
二胡ソ口奏者として中国
内外で演奏活動を展開。
1994年に来日。ダイナ
ミックでかつ、繊細な表
現力と車越した演奏技術
に定評がある。

我孫子高股νフトテニス由男子個人戦県制覇
全国高等学校総合体育大会 (インターハイ)出場

6月に行われた千葉県高等学校総合体

育大会ソフトテニス大会で、我孫子高校

の飯箸浩ーさん-山口亮こさんペアが個

人戦で優勝し、全国大会への出場を決め

ました。県大会優勝は、同校ソフトテニ

ス部創部以来初の快挙でした。

7月末に佐賀県で開催された全国総合

体育大会では、 3回戦まで進みました。f 
.... 優勝旗と賞状を手に笑顔

4

司
朝
鴻
さ
ん
の
水
墨
画

包 第8固あび乙自然観察隊

』ま
か

9
月
初
日
側
午
後
1
時
か
ら

日
時

3
時

場
所
ア
ピ
ス
タ
ミ
ニ
ホ
l
ル

内

容

「
今
の
中
国
」
C
C
T
V制

作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
孫
岩
さ
ん
か
ら

官
官貝

・
費
用

先
着
白
人
、
無
料

主
催
あ
ぴ
こ
楽
校
協
議
会

圃
あ
ぴ
こ
楽
校
協
議
会
事
務
局
宮

7
1
8
2
・
0
6
2
2

鴫〈虫を聞乙フ!

手
賀
沼
遊
歩
道
で
鳴
く
虫
を
観
察

し
、
そ
の
虫
の
音
に
耳
を
か
た
む
け

て
み
ま
し
ょ
う
。
や
さ
し
い
自
然
解

説
も
あ
り
、
調
べ
学
習
や
自
由
研
究

に
も
役
立
つ
観
察
会
で
す
。

日
時

8
月
お
日
出
午
後
6
時
か
ら

8
時
ご
ろ
、
午
後
5
時
ま
で
に
烏
の

博
物
館
2
階
多
目
的
ホ
l
ル
に
集
合

講
師

鳥
の
博
物
館
市
民
ス
タ
ッ
フ
、

烏
博
友
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

定
員
初
人
(
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
)

参
加
費
無
料

持
ち
物
懐
中
電
灯
、
筆
記
用
具
、

必
要
な
人
は
虫
よ
け

※
雨
天
の
場
合
は
ホ
1
ル
で
鳴
く
虫

の
お
話
。

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
烏
の
博
物

館
宮
7
1
8
5
・
2
2
1
2
へ.... 鮮やかな衣装と軽やかなダンスを披露

短 歌
榊原敦子選

メ¥主俳句
染谷卓選

あびこ植物図鑑

少

年

は

態

を

発

て

り

射

能

ん

に

ぎ

る

心

に

万

歳

の

こ

ゑ

渡

辺

詔

子

一評
}
鹿
児
島
県
知
覧
に
は
沖
縄
戦
の
特
攻
基
地
が
あ
り
、
千
を
越
え
る
若
者
が
空
に
散
っ
た
。

十

才

八

月

の

少

女

械

の

田

い

く

さ

に

や

ぶ

れ

舵

チ

差

へ

千

葉

フ

ミ

一評
}
十
才
の
少
女
に
は
敗
戦
は
終
戦
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
た
。
さ
ら
ば
防
災
頭
巾
よ
。

終
戦
日
近
づ
く
た
び
に
よ
み
が
へ
る

「
国
民
学
校
」
五

年

の

猛

暑

川

上

進

也

喪
は
言
ふ

洗

濯

物

が

喜

ん

で

笑

っ

て

ゐ

る

よ

静

静

静

れ

の

朝

須

田

博

時
な
ら
ぬ
町
仇
の
風
に
さ
か
ら
ひ
て
千
の
髭
周
り
ね
ぐ
ら
を
目
指
す
石
河
和
子

朝

刊

に

た

っ

た

一

行

は

る

か

な

る

母

校

の

一

勝

高

校

野

球

渡

辺

正

夫

諦
め
て
い
た
は
ず
な
の
に
区
画
整
理
は
湖
北
北
口
わ
が
実
家
こ
わ
す
(
新
か
な
)
木
村
梅

夕
映
え
の
空
の
色
よ
り
や
や
に
濃
き
の
う
ぜ
ん
か
づ
ら
枝
垂
り
て
咲
く
新
藤
道
子

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巴
限
り

ま
す
。
投
稿
さ
れ
だ
作
品
は
、
選
者
巴
よ
り
添
削
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
ざ
象
く
だ
さ
い
。

「
青
少
年

(市
歳
以
下
)
の
部
」
へ
応
募
す
る
方
は
、
必
ず
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
冒曹

先

干

2
7
o
l
-
-
9
2市
役
所
広
報
室

(住
所
省
略
可
)

捕

虫

網

震

の

ご

と

く

登

校

の

子

渋

谷

孝

子

一評
}
理
科
学
習
で
必
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
網
を
掲
げ
て
登
校
す
る
少
年
の
目
は
輝
い
て
い
る
。

信

様

、

き

み

た

ま

月
参
り
と
て
寄
席
に
ゐ
る
生
身
魂
川
上
進
也

一綿
一宙
実
は
ま
た
家
族
の
健
康
を
願
主
持
ち
も
こ
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
笑
い
が
何
よ
り
だ
。

棚

経

の

若

き

僧

侶

の

白

き

足

袋

野

口

コ

ウ

誰
も
い
な
い

J

蕊

恥

の

白

い

椅

子

松

村

君
代

背
簾

さ

や

き

ゃ

と

揺

れ

京

料

理

町

田

進

霞
雨
ペ
タ
ル
線
り
と
踏
み
ゆ
け
り
中
野
武

訳
も
無
く
つ
め
草
摘
み
し
少
年

期

岡

本

邦

男

用

心

に

タ

オ

ル

一

枚

梅

雨

の

朝

下

田

繁

樹

文・写真佐久間俊行

.~rt.，t.， 

巴 ~@Û)シ沙砂
(姫蜜柑草)

会
事
務
局
(
ア
ビ
ス
タ
2
階
事
務
室

内
生
涯
学
習
担
当
)

-
凶
岡
山
間
開
閉
凶

W

期
間

9
月
1
日
出
か
ら
羽
田
岡

場
所
ア
ピ
ス
タ
1
階
ス
ト
リ
ー
ト

内
容

中
国
の
絵
画
と
写
真
展
(
入

れ
替
、
え
あ
り
)

提
供

C
C
T
V
中
国
中
央
電
視
台

・
東
京
支
局
襲
さ
ん

(
水
墨
画
)

ちはDC我孫子市地蝿実行雷員会IZ精則功穏賞
全市を挙げて事業|こ取り組んだことが評価され
ちばDC市地域実行委員会は、 7月19日

に開催された県のちばDCの報告会で、市 ;8[!ro...先Pロト均噂 加

民や商業者、運輸業者などさまざまな分野 --- ー

の方々 が協力して観光事業に取組んだこと

が千葉県から評価され、特別功労賞を受賞

しました。同委員会は、 DC期間中(平成

19年2月"'4月)、 「あぴこがおもしろ

いリをキャッチフレーズlこ7つの企画を
実施し、期間中は約2万1000人が市内の
各施設などを訪れました。 ....県知事から特別功労賞を受賞

ロシアのタシスガ華を滋える
けやきプラザ1周年祭

8月3・4・5目、けやきプラザ開館1
周年を記念したイペン卜がけやきプラザな

どで行われました。
同プラザは、市民活動や福祉、コミュニ

ティ、文化活動などの拠点施設として昨年

8月にオープン。 1年間で約25万人が訪
れました。当日は、大人も子どもも楽しめ

るさまざまなイぺン卜が行わ札オープ二

ングでは、ロシアダンス(写真)などが行

われ祭りに華を添えました。

(とうだいぐさ科)

七
月
の
頃
、
我
孫
子
駅
近
く
の

駐
車
場
で
ヒ
メ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
を
見

か
け
ま
し
た
。

こ
の
草
は
小
型
の

一
年
草
で
、

〈
』
?

電
対
は
初
叩
以
下
で
す
。
茎
は
枝

分
か
れ
し
、
斜
め
に
立
ち
上
が
っ

た
り
、
あ
る
い
は
地
面
を
は
う
よ

う
に
伸
び
て
い
ま
す
。
葉
は
長
さ

が
1
・
5
m
前
後
で
、
昼
間
は
横• 

に
聞
き
、
夜
間
は
茎
一と
平
行
に
葉
を

折
り
た
た
み
ま
す
。
ま
た
、
風
な
ど

の
強
い
刺
激
を
受
け
て
も
葉
を
た
た

み
ま
す
。
花
に
は
饗
と
懸
が
あ

り
、
葉
の
つ
け
ね
に
並
ん
で
つ
き
ま

す
。
雄
花
の
俸
は
約
1
醐
で
す
が
、

雌
花
は
そ
れ
以
下
で
す
。
花
は
茎
の

下
部
か
ら
順
に
咲
き
始
め
ま
す
。

巣
実
の
径
は

2
・
5
醐
ほ
ど
で
、

※生身魂

盆は故人の璽の供養

ばかりではなく、生き

ている父母や年長者を
敬い、物を献上、馳走

したり、また自身で食

べたりする風習がある。

生御魂、生き盆とも

言い、秋の季語。

ミ
カ
ン
に
似
た
小
さ
な
果
実
が
下

向
き
に
垂
れ
下
が
り
ま
す
。
姫
蜜

柑
草
の
名
は
こ
の
果
実
の
形
に
由

来
し
ま
す
。
果
実
を
観
察
し
て
い

る
と
、
突
然
、
熱
し
た
果
実
が
小

さ
な
音
を
た
て
て
破
裂
し
、
一
瞬

の
う
ち
に
種
子
を
は
じ
き
飛
ば
し

え

ま
し
た
。
あ
と
に
は
巣
実
の
柄
だ

け
が
残
り
ま
し
た
。

• 

tè100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘インクを使用しています。


